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†　現在，無線アクセス開発部 ＊1 ビジネスmoperaあんしんマネージャー�：
企業名義の携帯電話を「あんしん」「安全」
に運用するための管理サービス．社員に
貸与している携帯電話に対してさまざま
な設定・制御指示をパソコン（web管理サ
イト）から行うことが可能．ビジネス
moperaあんしんマネージャーは㈱NTTド
コモの登録商標．

1. まえがき
近年，移動端末や通信モジュール

を利用した法人向けソリューション

において，法人ユーザ設備からドコ

モのネットワークを介してFOMA

端末へ直接メッセージを送信したい

というニーズや，FOMA通信モジュ

ールを接続した機器やスマートフォ

ンを遠隔から監視・制御したいとい

うニーズが増えている．

これまでドコモでは，「ケータイ

管理ソリューション」として，ビジネ

スmoperaあんしんマネージャー�＊1，

ビジネスmoperaコマンドダイレク

ト�＊2などを展開してきた．具体的

には，ユーザからの遠隔操作や法人

ユーザ設備からの要求に応じて，遠

隔操作で社員の紛失した携帯電話に

ロックやデータ削除を可能とするサ

ービス，電話帳操作やiモード設定

が変更できるサービスが該当する．

しかし，これらのサービスは，早く

かつ安くユーザに導入可能なサービ

スであった反面，ユーザ個別のニー

ズを満たすソリューションとしては

自由度に欠ける点があった．

そこで，ドコモの提供する法人ソ

リューション構築の多様化を目的と

し，SMS＊3センタープッシュサービ

スの提供を開始した．サービスの開

始にあたり，法人ユーザ設備から

FOMA端末やFOMA通信モジュー

ル内蔵の車両や建設機械（以下，建

機），パソコン端末へのテキストメ

ッセージ型SMS（以下，テキスト

SMS），制御型SMS（以下，制御

SMS）の送信において，定型化され

たSMSではなく，ユーザごとに自

由なSMSを送信可能とする基盤機

能を開発した．

本稿では，SMSセンタープッシュ

サービスの概要と機能概要について

解説する．

2. サービス概要
2.1 提供サービス
SMSセンタープッシュサービス

は，ユーザ側にて構築するSMS送

信センタ（以下，プッシュクライアン

ト）とドコモのネットワーク（SMS-

GW（GateWay））をインターネット

VPN（Virtual Private Network）＊4や専

用線などのアクセス回線で接続する

ことで，指定された電話番号に対し

てSMSを送信できるサービスであ

る．SMSセンタープッシュを利用し
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近年，法人向けソリューションにおいて，社内システム
から携帯電話へメッセージを送信したり，通信モジュール
を接続した機器やスマートフォンを監視・制御したいとい
うニーズが増えている．これらを実現するため，社内シス
テムからFOMA端末やFOMA通信モジュール内蔵の車両な
どへテキスト型SMS，制御型SMS を送信可能とする基盤
機能を開発し，SMSセンタープッシュサービスの提供を開
始した．これにより，法人ユーザのさまざまなビジネスの
サポートが可能となった．




たシステム構築例を図1に示す．

本サービスでは，従来，サービス

個々に規定，構築していたプッシュ

クライアントとSMS-GWとの間の

インタフェースを汎用化し，プラッ

トフォームサービスとして提供する

ことにより，サービス導入のスピー

ド向上，およびインタフェース共通

化によるユーザの利便性向上を図っ

た．

2.2 サービスの特長
SMSセンタープッシュサービス

の主な特長は以下の通りである．

①SMS対応形式

送信可能な SMS は制御

SMS・テキストSMSの両方に

対応している．

②分割送信対応

文字数が多い場合にSMSを

分割して送信することが可能で

ある．

③インタフェースの汎用化

SMSパラメータなどの指定

により，ソリューションに応じ

たSMSの送信が可能である．

④国際ローミング対応

SMS送信先のFOMA移動機

は，国内および海外のローミン

グエリアに在圏していれば

SMSを送信することが可能で

ある．

2.3 ユーザ導入イメージ
SMSセンタープッシュサービス

は次のようなユーザの利用を想定し

ている．

・FOMA通信モジュールを組み

込んだ車両や建機の位置情報取

得など，遠隔から監視・制御し

たい法人ユーザ

・社外に持ち出すパソコン・スマ

ートフォンなどの情報漏洩対策

のため，企業管理者よりロッ

ク／データ消去などの遠隔操作

が可能な仕組みを構築したい法

人ユーザ

・一斉同報／安否確認などの社員

への業務連絡をスピーディに行

いたい法人ユーザ

上記のような個々のソリューショ

ンを同一のインタフェースにて提供

可能である．
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＊2 ビジネスmoperaコマンドダイレクト�：
ドコモの携帯電話制御サービスの機能を
社内システムやソフトウェア製品に付加
可能とするサービス．ビジネスmoperaコ
マンドダイレクトは㈱NTTドコモの登録
商標

＊3 SMS：テキストベースの短い文章を送受
信するサービス．移動端末の制御用信号
を送受信することにも用いられる．

＊4 VPN：同一サービスのIP装置を論理的に
接続する仮想ネットワーク．
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接続装置 
 

パケット通信のルート 

SMSのルート 
 

法人ユーザ設備 

SMS-GW 
 

SMSC 
 

SMSセンタープッシュサービスによる拡張範囲 MAPS 
 

コアネットワーク 

②SMS 
　送信 

●③SMS着信 

①SMS送信要求 
 

プッシュ 
クライアント 

 

データ通信対向 
ユーザサーバ 

MAPS：Multi-Access Platform System

直収サービス 
　→ビジネスmoperaアクセス 
　　プレミアムなど 
 

ドコモ設備 

FOMA 
サービスエリア 

モジュール組込機器や 
スマートフォンなど 
（090-2XXX-XXXX） 

SMSSMS

専用線・広域イーサ・ 

インターネットVPN（アクセス回線） 

直収サービスまたはインターネットサービス 

インターネットサービス 
　→mopera U，ISP接続など 

④必要に応じてユーザサーバとデータの送受信 
 

図1 SMSセンタープッシュサービスを利用したシステム構築例
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3. SMS送信機能
3.1 SMS送信概要
SMSセンタープッシュサービス

では，プッシュクライアントから送

信されたPush要求は， SMS-GWで

受け付けられた後にSMSC(SMS

Center)に配送され，コアネットワ

ークを経由し，モジュール組込機器

やスマートフォンへ送信される．

SMS送信概要を図2に示す．なお，

法人ユーザ設備とSMS-GWの間の

接続回線はユーザの利用意向に応じ

てユーザが用意する．

3.2 SMS-GW概要
�プッシュクライアント向けインタ

フェース機能

SMS-GWでは，プッシュクライ

アントからのSMS送信受付／応答

を行うため，SMS-GWのインタフ

ェースを新たに拡張し，プッシュク

ライアント側からのパラメータ指定

によって，制御SMSとテキスト

SMSの両方のフォーマットを受付

可能とした．また，本インタフェー

スでは，FOMA移動機が圏外であっ

た場合など，ドコモネットワーク内

に蓄積されたまま未配送状態にある

SMSのキャンセル機能や，SMS送

信完了時にプッシュクライアントに

対して完了した旨を通知するための

送達通知機能を具備している．

プッシュクライアント向けインタ

フェースはHTTP（HyperText Trans-

fer Protocol）を用いている．プッシ

ュクライアント向けに用意した

SMS-GWインタフェース仕様を表1

に，SMS送信時のPush要求形式の

例を図3に示す．

�SMS送信機能

プッシュクライアントからPush

要求を受け付けたSMS-GWは，要求

内容に応じて制御SMSとテキスト

SMSのどちらの要求なのかを判断

し，SMS生成に必要な情報を付加し

てSMSCへの要求電文を作成する．

①分割送信機能

SMS-GWはプッシュクライア
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SMS-GWプッシュクライアント 

Push要求 
HTTP リクエスト 

Push応答 
HTTP レスポンス 

SMSC 
 

モジュール組込機器や 
スマートフォンなど 

 

SMS-SUBMIT 
 

SMS-SUBMIT-REPORT

SMS-DELIVER

SMS-DELIVER-REPORT 
 

SMS-STATUS-REPORT

SMS-DELIVER-REPORT

Push送達完了通知 
HTTP リクエスト 
 Push送達完了通知応答 

HTTP レスポンス 

 

図2 SMS送信概要
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ントからのPush要求を受けた

際の電文サイズのチェックを行

い，要求パラメータのdata部が

一定のデータ量を超える場合は，

SMS-GWにおいてSMSCへ送

信するPush要求を分割して送

信する．SMSセンタープッシュ

サービスでは，1要求に対する

最大分割数は10通とし，10通

以上に分割される場合はプッシュ

クライアントに対し，エラー応

答を返却する．分割送信の送信

可否については，プッシュクラ

イアント登録機能に分割送信可

否フラグをもち，要求パラメー

タsvcidとして設定されるXPID＊5

ごとに設定可能としている．

②サービス指示種別指定機能

さまざまなソリューションで

の利用を想定し，海外ローミン

グ中や利用停止中など各回線の

利用状態に基づいた制御を可能

とするため，SMS-GW側から

15

＊5 XPID：ドコモの料金システムにおいて，
サービスとサービスを提供する事業者を
一意に表すための11桁のコード．
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処理名 イベント名 

 

キャンセル送達通知 

Push要求 

Push応答 

キャンセル要求 

キャンセル応答 

Push送達完了通知 

Push送達完了通知応答 

キャンセル送達通知 

キャンセル送達通知応答 

Push送信 

Pushキャンセル 

Push送達完了通知 

表1 プッシュクライアント向けSMS-GWインタフェース仕様

SMS-GWプッシュクライアント 

HTTP リクエスト 

HTTP レスポンス 

POST /smsgw/ HTTP/1.1 
Host: 129.140.160.100 
Content-Type: text/xml; charset=UTF-8 
Content-Length: 406 
 
<?xml version = "1.0" ?> 
<fncid>0101</fncid> 
<comway>1101</comway> 
<msn>09012345678</msn> 
<reqid>xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx</reqid> 
<svcid>xxxxxxxxxxx</svcid> 
<lifetime>05</lifetime> 
<ctrlflg>0</ctrlflg> 
　　　： 
　　

（中略）
 

 
　　　： 
<data>FFFFFFFFFF</data>

HTTP/1.1 200 OK 
Date: Tue, 01 Jan 2004 01:01:01 GMT 
Content-Type: text/xml; charset=UTF-8 
Content-Length: 163 
 
<?xml version = "1.0" ?> 
<msn>09012345678</msn> 
<reqid>xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx</reqid> 
<svcid>xxxxxxxxxxx</svcid> 
<sepmaxnum>1</sepmaxnum> 
<code>0000</code>

要求パラメータ名 詳　細 

fncid  

comway 

msn  

reqid

： 

： 

： 

lifetime  

ctrlflg

処理ID 

通信方式（SMS-GW内部処理コード） 

携帯電話番号 

要求ID（Push要求を一意に特定するための値） 

プッシュクライアントの提供サービスを特定する値 

（料金システムより払い出されるXPIDを利用） 

SMSCにおける蓄積時間を指定する値 

制御SMS／テキストSMSを指定する値 

設定値のままSMS-GWより送出される値 

各種SMSに関する値（任意） 

svcid

sepmaxnum 

code

SMS分割総数 

処理結果コード 

data

要求パラメータ名 詳　細 

図3 SMS送信時のPush要求形式の例（制御SMSの場合）
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SMSC側に対して回線状態の判

定方法を指定することを可能と

した．回線利用状態に基づくサ

ービス指示種別機能のバリエー

ションを表2に示す．

本機能では，SMSの送信を規

制する／しないを選択可能と

し，Push要求を受け付け，コア

ネットワークを経由する際に状

態を判定する．

ただし本機能は，ドコモにて

実施するプッシュクライアント

登録作業時に登録した設定情報

のみに基づく動作としており，

分割送信機能と同様に，XPID

単位で設定する．

③Pushキャンセル機能

本機能では，Push要求を受

け付けてから携帯電話にSMS

が到達するまでの間の送信中

SMSに対して，プッシュクライ

アント側から明示的に指定する

ことでPushキャンセル機能を

実現している．SMSのキャンセ

ルは，SMS送信要求単位でのキ

ャンセルが可能であり，図3

に示す携帯電話番号（msn）

と要求ID（reqid）をキーとし

て判断する．制御SMS／テキ

ストSMS，分割送信／非分割送

信にかかわらずキャンセル可能

である．キャンセル要求を受け

付けたSMS-GWはSMSCに対

してキャンセル要求を送信する．

�送信先電話番号認証機能

SMS送信先の電話番号の指定方

法としては，SMSセンタープッシュ

契約における対象電話番号あてのみ

送信が可能となっている．SMSセン

タープッシュ契約は，XPIDと紐付

けられており，1つの電話番号に対

して最大10件のXPIDが付与可能と

なっている．

3.3 SMS配信機能
SMS配信基盤においては，SMS-

GWとコアネットワークは機能分担

を行うことで，将来の機能追加のた

びに必要な複数機能への開発を，最

小限に抑えるような実装としてい

る．SMS-GWでは，表2のとおり，

サービス指示種別機能として，配信

制御条件をソリューションごとに管

理する．一方，コアネットワーク

は，ユーザの移動端末の最新状態に

関連する機能である，SMS配信制御

を行う機能に特化している．

今回の開発では，すでにドコモ内

装置発のPushサービスで可能となっ

ている各回線の利用状態（海外ロー

ミングアウト中，回線利用停止中，リ

ミット上限額超過中など）に基づい

た配信制御を，法人ユーザ設備発の

Pushサービスにおいても可能とする

ため，配信制御を指示するための情

報をコアネットワークに通知するた

めのインタフェースの拡張を行った．

SMS配信基盤の構成を図4に示

す．SMS-GWは、サービス指示種別

指定機能を実行し，サービス指示種

別に，該当ソリューションのSMS

配信制御を指示するための情報を付

与し，SMSCにSMS送信要求を行う

（図4①）．SMS送信要求を受け取っ

たSMSCは， SMS配信制御を指示

するための情報を透過設定し，

GMSCに対してSMS配信要求を送

信する（図4②）．SMS配信要求を

受け取ったGMSCは，HLRに対し

て着信者問合せを行い，着ユーザの

状態やプロファイル情報を取得する

（図4③）．着信問合せが完了すると，

GMSCは設定されているSMS配信

制御を指示するための情報を基に判
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配信制御条件 概　　要 対象となる回線利用状態 

ローミングアウト配信可否判定 

オペレータ規制中利用判定 

迷惑拒否判定 

リミット超過判定 

コアネットワークにてローミングアウト状態に対する配信判定を行うフラグ 

回線利用停止中状態に対する配信判定を行うフラグ 

SMS迷惑拒否設定に基づく配信判定を行うフラグ 

リミットプラン上限額超過状態に基づく配信判定を行うフラグ 

海外ローミングアウト中 

回線利用停止中 

SMS迷惑拒否設定中 

リミット上限額超過中 

ネットワーク事業者情報を基に回線交換網によるSMS送信を実施するか 
どうかを判定するフラグ 

パケット網ローミングアウト中 PSローミングアウト判定 

PS : Packet Switching 

 

表2 回線利用状況に基づくサービス指示種別機能のバリエーション
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定し（図4④），指示のあったSMS

配信制御を実行する．

今回の機能拡張により，コアNW

はSMS-GW側からサービス指示種

別情報をSMS要求上のパラメータ

により通知してもらうことで，サー

ビス指示種別情報の指定内容に基づ

いたSMS配信制御が可能となった．

4. 運用機能
4.1 プッシュクライアント
登録機能

本開発では，自由度の高いSMS

送信を提供すると同時に，迷惑SMS

の発信を防止すべく，ユーザごとの

本来の利用目的に限定させるため，

事前にドコモ側へ申請を行った用途

のみ利用可能とするプッシュクライ

アント登録機能を用意した．

プッシュクライアント登録機能で

は，ドコモの保守端末から運用コマ

ンドにより，SMS-GWへユーザの

社内システム情報を登録する．作業

はドコモにて行い，登録単位はドコ

モの料金システムにより払い出され

るXPIDをキーとして使用している．

4.2 課金ログ出力機能
本サービスを利用して送信された

SMS送信結果ログを集計し，それを

ユーザへの課金情報として利用可能

とした．集計の単位はXPIDで行わ

れ，SMS-GWにおいて日単位で集

計したSMS送信結果ログを，最終

的に月単位のSMS送信数として集

計し，月初に料金システムへ送信す

る．このシステム連携により，料金

システムにおける請求書発行も可能

とした．

5. あとがき
ドコモの法人向けソリューション

の多様化を狙った基盤機能として，

法人ユーザ向けのSMS送信基盤を

開発し，SMSセンタープッシュサー

ビスの提供を開始した．これによ

り，モジュール組込機器の遠隔制御

やスマートフォンへのセキュリティ

ロック，社員へのスピーディな業務

連絡が可能となり，法人ユーザの多

様なシーンでのビジネスサポートを

可能としている．

今後は，SMSセンタープッシュサ

ービスをより多くの法人ユーザで導

入してもらえるような機能拡充や，

多くの企業で導入されたソリューシ

ョンのメニュー化により，導入スピ

ードを上げていくことを視野に入

れ，法人ユーザのビジネスをサポー

トしていく予定である．
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GMSC : Gateway MSC 
HLR  : Home Location Register 
MSC  : Mobile services Switching Centre 
SGGN : Serving GPRS Support Node 
VLR  : Visitor Location Register 
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図4 SMS配信基盤
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